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は
じ
め
に 

 

趙
陶
斎
、
名
は
養
、
字
は
仲
頤
。
陶
斎
、
息
心
居
士
、
枸
圍
園
、
清
暉
園
と
号
し
た
。
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）

長
崎
で
生
ま
れ
た
。
父
は
来
舶
清
人
と
い
う
。
幼
く
し
て
華
僧
竺
庵
の
弟
子
と
な
り
二
十
年
ほ
ど
僧
籍
に
あ
っ
た
。

そ
の
後
僧
籍
を
離
れ
、
諸
国
を
遊
歴
し
、
江
戸
に
十
余
年
、
宝
暦
中
頃
か
ら
大
坂
に
移
り
、
明
和
七
年
（一
七
七

〇
）堺
に
移
り
住
ん
だ
。
天
明
六
年
（一
七
八
六
）七
四
歳
、
堺
で
没
し
た
。
書
に
優
れ
、
詩
、
篆
刻
を
も
よ
く
し
た
。

門
人
に
頼
春
水
・森
田
士
徳
・木
村
蒹
葭
堂
・増
山
雪
斎
・十
時
梅
厓
な
ど
が
い
る
。 

趙
陶
斎
の
随
筆
は
陶
斎
が
堺
に
在
住
し
た
六
十
七
歳
の
時
に
執
筆
し
た
『随
問
筆
記
』
が
初
め
て
と
言
わ
れ
る
。

門
人
た
ち
に
求
め
ら
れ
る
ま
ま
に
書
き
与
え
た
も
の
で
自
筆
も
し
く
は
写
本
で
各
地
に
『
陶
斎
随
筆
』『
息
心
筆

記
』
等
の
タ
イ
ト
ル
で
伝
来
す
る
。
唯
一
出
版
さ
れ
た
も
の
に
、
文
政
九
年(

一
八
二
六)

に
門
人
の
村
上
恒
庵
が

陶
斎
自
筆
の
箚
記
数
巻
か
ら
抜
粋
し
て
粧
刻
し
た
『陶
斎
先
生
随
筆
』が
あ
る
。
内
容
は
、
多
岐
に
わ
た
る
が
、
読

書
写
字
の
こ
と
を
重
ん
じ
、
学
問
の
こ
と
に
お
よ
ん
だ
文
が
目
立
つ
。
そ
の
他
、
日
常
の
卑
近
な
事
例
、
和
漢
の
書

物
か
ら
例
を
出
し
、
修
養
の
こ
と
、
処
世
の
心
が
け
な
ど
道
義
的
な
話
も
多
い
。
詩
文
・書
画
の
こ
と
、
自
ら
の
履

歴
や
身
辺
雑
記
な
ど
も
記
す
。  

当
館
で
は
開
館
以
来
趙
陶
斎
の
随
筆
を
収
集
し
て
き
た
。
『
清
暉
閣
談
話
』
（甲
和
二
九
五
）＊
『
息
心
筆
記
』
（甲

和
九
八
〇
・
九
八
一
）『随
問
随
筆
』
（甲
和
九
八
二
）＊
『陶
斎
随
筆
（仮
題
）
』（甲
和
九
八
三
）『
枸
圍
園
筆
記
』
（甲
和
一

〇
一
一
）＊
『
陶
斎
筆
記(

仮
題)

』
（甲
和
一
〇
一
二
） 

＊

『陶
斎
先
生
随
筆
』（甲
和
一
〇
六
二
）
『
趙
陶
斎
随
筆
記
』（甲

和
一
〇
八
一
）
『
陶
斎
随
筆
』（
甲
和
一
二
七
四
）
『
随
問
筆
記
』(

〇
四
一-

三
八)

な
ど
の
陶
斎
の
随
筆
を
所
蔵
し
て
い
る
。

そ
の
う
ち
＊
印
を
つ
け
た
も
の
は
『
大
阪
府
立
図
書
館
紀
要
』
第
十
七
号
（
昭
和
五
六
）
に
翻
刻
し
て
い
る
。
此
の

た
び
新
た
に
『息
心
筆
記
』と
題
す
る
一
本
を
得
る
事
が
出
来
た
の
で
、
く
ず
し
字
の
学
習
を
兼
て
翻
刻
し
た
。
今

回
は
前
半
部
分
を
翻
刻
し
た
。 

 

『
息
心
筆
記
』 

巻
子
本 

一
巻 

紙
高
十
三
・
五
㎝×

一
二
ｍ 

濃
緑
色
絹
表
紙 

題
簽
は
『
陶
斎
筆
記
』
、
巻
頭

題
は
『息
心
筆
記 

壬
寅
十
一
月
廿
六
日 

夜
ニ
更
起
』と
あ
る
。
（甲
和
一
三
二
〇
）  

文
中
「
息
心
今
と
し
七
十
歳
な
り
。
」
と
あ
り
天
明
二
年
執
筆
と
知
れ
る
。
「
息
心
の
居
所
は
泉
州
堺
く
し
や
丁

は
ま
に
し
て
」と
あ
り
枸
圍
園
の
こ
と
と
知
れ
る
（現
在
堺
市
堺
区
櫛
屋
町
）。
門
人
の
益
田
睢
軒
の
櫛
屋
町
浜
の

別
宅
を
提
供
し
た
も
の
で
趙
陶
斎
晩
年
の
居
宅
で
あ
る
。  

こ
の
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
平
野
翠
氏
（奈
良
大
学
非
常
勤
講
師
）
の
御
教
示
を
受
け
た
。 

 

凡
例 

本
文
は
底
本
を
忠
実
に
翻
刻
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
が
、
通
読
の
便
を
考
慮
し
て
、
句
読
点
・
返
点
・
濁
点
を

新
た
に
施
し
た
。
ま
た
原
本
の
「ワ
」「ミ
」を
平
仮
名
に
変
え
た
。 

漢
字
の
字
体
は
通
行
の
正
字
体
を
主
と
し
た
。 

反
復
記
号
「ゝ
」「ヽ
」「ゞ

」「〱

」は
底
本
の
ま
ま
、
漢
字
の
く
り
返
し
は
「々

」で
表
示
し
た
。  

 


